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釜者等は冶金学の立場から液体金属の諸性質 をしらべているが,鉄および鉄

系合金液体の構造 ,性質については ,帝温測定匹幹なう指定上の困難から,定

量的 ないしはいわゆる基経的な立場 からの議給にたえる測定値をうることがむ

ずか Lho しかしながら,鉄および鉄系合金は,固体においてそ うである占う

tR:,液体においても温度 .組織によb変化に富んだ挙動 菅示すもので,これを

明 らかにすることは工学的のみならず理学的立場か らみても興味ある問題 と思

われ る｡

Fe-Ni系合金は状態図からみると比軟的単純な合金系 であるが,液体にお

ける熱力学的ない しは物理化学的諸性質は ,こG'D合金oD蔽俸構造が組成に よっ

て複雑rL変化することを示唆 している1)～4)｡峯者らは この点をさらに明ら

かにすることを目的 として,構造敏感な粘性 ,密度の測定を行なってい-る.そ

の結果 ,現在 までに2,5の興味ある事実が明らかにされたので紹介 したい｡

測定法は,粘性はるつぼ回転振動法,密度は浮揚溶解法である｡

〔実験結果 と考察〕

80at蕗の場合 , 1500'C近傍にかいて屈折点が観察され ,Pn甲と

1/Tの関係をとると,虚折点の上下で直線の勾配が異なる. 一方密度 (Fig

2)にお いても,ば らつ きが大きいが,やはb1500℃近傍 で段階的変化が

観測 され ,高温側 で密度が高 く在る｡ ただし,密度においては,純 ニッケ ルの

場 合を除 き,測定 した全て0)組成 でこのような変化が観察 された. これ らe)事

実 は , Fe-Ni合金液体は 1500℃近傍 で何らかの構造上の変化を生ずるこ

とを示唆 している｡ 純鉄においても,1610℃近傍で構造に変化 を生ずるこ

とはすでに報告5)ら)したとおDである｡

粘度 と組成03関係 (Fig･5-(a)) をみると,全般に加成性からい くらか負に

偏寄 した変化 を示すが,75at肇近傍で小さなピークを生ずる｡ 同様の事実
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酎持合 7)らによっても見出されている｡またBn町と 1/Tの関係から粘性流

動の活性化 エネル嘉一E符を求め るtFig.5(b)の ようにを9,粘度に ピー

クがみとめられた75at-多 お よびさ二oat'多近傍で極大値 をとるd粘度の温

度依存性 と屈折点 が観察 された組成は丁度 これらの極大値を とる組成に一致 し

てお9,図中に点線 で示 したように ,屈折点以 下e)温度域 では高温域 における

よbE甲はいち じるしく高い値をとるO

-方-,'F,e-Ni系統態図 をみると,守,E可が極大値をとる75at多忙か

いては ,505℃以 下でFeNiSの規則格子が膨成され ,また2-5at多忙か

いては･iiachiち8) によ9800℃以下の温度 でFe5Niなる規則格子が形成

され うることが明らかに-され ているo た ゞし,Fe5 Niは拡散 がいち じるしく

促進され るような特殊 な条件の もとでなければ形成されにくわもUJa)ようであ

る｡一般に,固体で中間化合物を形成する組成近傍においては ,紋終にお いて

もクラス甥 一班の化合物構造 ないlLは特別 なイオン間相互作用が存在す ること

が多 くe)合金系において観察されている｡ こ0'3ような観点からすると,本実験

における上記の対応関係は,Fe-Ni合金液体においても25at多 お よび

75at多 近傍 でFe5 Ni お よ び Fe N iS･ に相当する規則性ない しは両 イ

オン間の特別な相互作用が存在す ることを示唆す るもOrJと考 えられ る｡なお,

また,',7-T曲線 に屈折点が現われ る約 1【500℃以上においてもで,Eでの

ピークが消失 しないことからすると,こe)屈折点は化合物韓道 の消失 とVlj よ

Dは純鉄 において観察 されたの と同位の構造変化が生 じたもo')とみるべきであ

ろ うo

これらV)事実は冶金学に重要な物理化学的誇性質ともよく対応 しているo すな

わ ち,Fig.4 に一例哲示す ように,炭素の俗解鑑 (1550℃ )は約50 お
よび75at多 で急 な変化 を示 し,また水素 ,酸素a)浴解庭 (-1800℃)

も約 75at多 で不連続的に変化す ることが しられているO これ らの変化は本

実験結果か ら.溶媒 の液俸構造o')変化に起因するもuJと考 えられるo
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